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 中学生男子の部 優勝       さん 
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令和５年７月１８日 

保護者・生徒・地域の皆様 

 

＊バレーボール部 生田中に惜敗 

＊サッカー部   川崎附属中に惜敗 

＊野球部     田島中に惜敗 

＊女子バスケットボール部 富士見中に惜敗 

＊男子バスケットボール部 臨港中に惜敗 

＊ソフトボール部 ベスト８ 

＊バドミントン部 女子 南菅中に惜敗 

＊バドミントン部 男子 第３位 

＊陸上部〔通信陸上〕 

男子 400m 米井 蒼真さん (県大会へ) 

＊剣道部〔県総体ブロック大会〕 

女子団体 準優勝（県大会へ） 

女子個人 優勝      さん（県大会へ） 

女子個人 準優勝     さん（県大会へ） 

男子団体 優勝 （県大会へ） 

男子個人 ７月２２日に試合 

  

 ７月６日（木）、東京校外学習を行いました。東京の魅力や価値を見つけるために、それ

ぞれの班のテーマに沿って、行く場所や行き方などを班全員で調べました。 

当日は調べたことに注目して見学することができました。浅草寺の周辺では、日本の昔

からある文化を感じることができました。また、多くの外国の方が浅草を訪れていたこと

に驚きました。計画通りに進められるよう、滞在時間を短くするなどの工夫をしましたが、

私の班は新百合ヶ丘駅の帰着時間を少し過ぎてしまいました。ですが、班のみんなで協力

して過ごせたことが良い体験となりました。 

来年の修学旅行では今回の学習を活かし、全力で楽しみながら京都や奈良の文化を学ん

できたいと思います。                 （２年２組      さん） 

 

 

 

川崎市中学校選抜剣道大会  

男子団体 優勝（県大会へ） 

女子団体 優勝（県大会ベスト８） 

女子個人 第３位      さん 

後記 今夏は、各所で花火大会や夏祭りも復活しているというニュースが流れてきます。楽しく、

有意義な夏休みとなるよう、熱中症や水の事故等には気を付けて、お過ごしください！ 

 

駆け抜けた４か月。心と身体をリフレッシュ。それぞれの夏休みに。  
校長  金子 清               

まだ梅雨明け宣言も出されて

いないのに、連日の酷暑が続き

ます。地域によっては、大雨に

よる甚大な被害も報告され、心

を痛めています。日本列島が、

南北にも東西にも長いことを改

めて実感もします。 

コロナに対する制限や制約が、少しずつ緩

和されたこともあり、本校は、ここまでのす

べての行事を順調に行うことができました。

保護者の皆様や地域の方々には、多くのご理

解とご協力をいただけましたこと、深く感謝

申しあげます。 

生徒の皆さんは、入学式、始業式以来、今

日まで全力で駆け抜けてきたと思います。明

日からは夏休み。背負ってきた荷物を一旦降

ろして、(機械ではありませんが)痛んだとこ

ろを修復、修理して、冬休みまで長く使い続

けられるように、メンテナンスをして、心と

身体をしっかりとリフレッシュしてください

ね。これから活躍するための「充電期間」に

してください。この充電期間に、素敵な発見

や出会いがあるといいですね。 

私は、日ごろ、学校で交わさ 

れるあいさつには、不思議な力 

をもっていると感じています。 

「おはようございます」「あり 

がとうございます」「こんにちは」と、あい

さつを受けますが、存在を分かってもらえた

こと、つまり、受け入れられたことにうれし

さを感じます。仕事がら、私のもとには、多

くの来客がありますが、用件が済むと、いつ

も職員玄関までお見送りをします。その短い

距離の中で、来客された方のなかには、「生

徒さんたち、今もそうですが、到着した時も

元気に挨拶してくれて・・・」と、うれしそ

うにおっしゃいます。それはお世辞ではな 

く、私と同じように、受け入れ入れられた

ことへのうれしさだと思います。 

また、学校では、いろいろな言葉か飛び

交います。交わされた会話や言葉の中に

は、「勇気づけられる言葉」もあれば、

「人を傷つけてしまう言葉」 

もあります。思っていること 

をそのまま口にするというこ 

とは、大切でとても勇気のい 

ることですが、場合によって 

は、相手の心に矢が刺さるほ 

ど傷つけてしまうこともあります。ときに

は、相手に対して伝えづらい言葉を伝えな

ければならない場面もあるでしょう。その

ような時こそ、言葉を選んで、上手に伝え

てほしいと思います。アラビアのことわざ

に、「真実の矢を射るときには、その先端

に蜜（みつ）を浸（ひた）せ」という言葉

があります。一呼吸おいて、言葉を浴びせ

るのではなく、手渡しましょう。これは、

相手はもちろんのこと、自分自身を大切に

することになるのです。私自身も、言葉遣

いには気をつけたいと、日ごろから思って

いるのですが・・・。 

 先月行われた「小学生体験」の感想の中

に、「先輩たちのおかげで、ずっと笑顔で

いられることができました。」「先輩た 

ちがとても明るく、私も元気になりまし

た。」という言葉を見つけました。 

とても、素敵な感想で、いつもな 

がら、人を送り出したり、お迎え 

したりすることを大切にしている 

金中生の素晴らしさにふれることができま

した。 

 「こんな夏休みに！」と、思い描いたと

おりの夏休みになるといいですね。素敵な

夏休みになりますように。 


